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武
士
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鞠

　
「
武
士
」
な
る
語
は
武
士
が
そ
の
階
級
的
成
立
を
途
げ
た
る
時
代
に
あ
り
て
は
、
螢
に
武
人
と
し
て
の
性
質
の
他
に
、

政
治
的
に
は
支
配
者
と
し
て
の
身
分
を
言
ひ
、
叉
道
徳
的
に
は
高
き
規
範
の
維
持
者
た
る
の
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ

る
Q
①
併
し
武
士
興
起
の
歴
史
を
顧
み
る
時
に
そ
の
初
期
に
於
て
、
既
に
此
の
如
き
榮
舞
あ
る
地
位
の
保
持
者
で
あ
り
、

こ
の
言
葉
が
美
欝
と
し
て
あ
っ
た
か
は
、
深
く
省
察
を
加
ふ
べ
き
問
題
で
あ
る
。

　
武
士
な
る
も
の
は
之
を
兵
土
に
封
比
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
性
質
を
持
つ
。
郎
ち
律
命
政
治
に
あ
っ
て
は
、
公
民
義
務

兵
役
制
度
と
し
て
の
兵
士
制
度
が
行
は
れ
た
。
こ
の
制
度
は
公
民
階
級
の
貧
困
化
に
件
っ
て
衰
頽
し
、
健
児
吃
健
士
・
選

士
等
の
制
が
之
に
代
っ
た
。
之
は
富
饒
遊
手
を
簡
抜
し
て
終
身
軍
役
に
當
ら
し
め
し
も
の
に
し
て
、
そ
の
翼
翼
力
に
於

て
も
、
將
又
武
力
に
於
て
も
優
秀
卓
抜
な
る
人
士
で
あ
り
、
自
ら
好
ん
で
ぞ
の
職
に
當
る
者
が
任
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

た
か
ら
、
私
は
之
を
武
人
義
勇
兵
制
度
と
呼
ば
う
。
こ
の
制
度
が
國
家
の
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
た
事
は
、
や
が
て
私

兵
制
度
が
一
般
に
是
認
せ
ら
れ
る
の
結
果
を
導
く
。
貞
槻
以
後
、
こ
の
制
度
も
亦
無
力
と
な
り
、
國
家
有
事
の
日
追
討

（74）



の
心
－
湖
産
を
蒙
り
、
叉
帝
都
の
治
安
維
持
に
カ
め
し
者
は
武
力
の
集
合
の
統
仁
者
た
る
武
將
で
あ
っ
た
。
こ
の
集
團
の
統

制
は
國
家
公
権
の
意
馬
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
其
は
武
將
と
部
下
衆
多
と
の
間
の
私
的
結
合
に
あ
る
。
帥
ち
武
士
は

穂
家
二
王
の
統
制
下
に
組
織
さ
れ
た
る
公
民
義
務
兵
役
制
や
そ
の
系
刻
に
あ
る
武
人
義
勇
兵
役
畜
に
比
し
て
、
私
的
結

合
關
係
を
そ
の
統
制
原
理
と
・
す
る
も
の
な
る
事
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。

　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
か
、
る
薄
昧
の
武
士
の
淵
源
を
求
め
る
な
ら
ば
、
我
々
は
之
を
侍
に
立
て
見
逃
す
事
が
で
き
る
。
サ
ム
ラ
イ
斯
る
も

の
の
意
義
は
貴
人
に
近
侍
し
、
紙
窮
す
る
も
の
の
謂
で
あ
る
。
然
ら
ば
所
謂
侍
な
る
も
の
は
、
如
何
に
し
て
生
じ
た

か
。

　
軍
防
倉
に
よ
れ
ば
、
家
に
老
疾
の
粗
父
母
・
父
母
あ
っ
て
、
之
に
侍
養
す
べ
き
他
の
正
丁
な
き
場
合
、
師
ち
正
丁
一

人
な
る
場
合
は
、
衛
士
・
防
人
の
任
に
當
る
と
錐
、
之
を
免
除
し
て
そ
の
寮
父
億
・
父
母
の
侍
者
に
充
て
た
り
②
既
に

庶
人
に
し
て
、
如
此
侍
者
を
有
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
當
時
の
階
級
制
度
よ
り
し
て
、
院
宮
、
王
臣
等
の
貴
族
に
か
、

る
近
侍
者
祇
候
入
の
常
置
せ
ら
れ
た
事
は
論
ず
る
迄
も
な
い
。
郎
ち
王
臣
家
の
家
人
は
之
で
あ
る
。
併
し
家
人
は
そ
の

警
部
供
奉
の
任
を
果
す
に
は
充
分
で
は
な
か
っ
た
。
命
制
は
こ
の
不
充
分
を
補
ふ
も
の
と
し
て
沸
一
定
の
準
則
を
設
け

た
Q
兵
衛
・
内
含
人
・
大
含
人
・
東
宮
舎
人
の
如
き
は
、
③
師
ち
朝
廷
の
禁
衛
で
あ
り
、
從
っ
て
侍
た
る
の
性
質
の
濃
厚

な
も
の
で
あ
っ
た
◎
帳
内
・
資
入
・
車
力
等
の
如
き
は
、
④
貴
人
の
謹
衛
・
雑
仕
の
爲
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
之
玄
同

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
自
転
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
二
號
　
　
二
九
七
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武
士
の
階
級
的
肉
厩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
二
號
　
　
二
九
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じ
く
侍
で
あ
り
、
抵
候
入
で
あ
っ
た
。
此
等
命
制
に
淵
源
す
る
質
的
機
閥
も
、
命
制
の
衰
頽
に
件
ひ
、
無
機
能
と
な
っ

た
Q
之
に
よ
っ
て
生
じ
た
る
新
機
關
は
、
瀧
口
．
武
士
、
院
．
北
面
等
で
あ
り
、
衛
府
・
弾
正
に
替
れ
る
槍
非
違
使
と
共

に
、
源
李
二
氏
等
の
武
人
が
多
く
任
用
さ
れ
た
。
撮
關
家
に
あ
っ
て
は
、
警
衛
供
奉
の
武
人
を
統
制
す
る
爲
に
侍
所
を

置
い
た
。
⑤
此
等
樺
門
勢
家
の
警
衛
供
奉
の
爲
に
召
さ
れ
た
る
勇
武
の
士
こ
そ
、
武
士
の
階
級
結
成
以
前
の
姿
「
、
侍
」
で

あ
る
。

　
當
時
の
貴
人
の
身
邊
に
砥
嫁
し
、
近
侍
し
た
る
者
は
、
或
は
武
者
と
い
ひ
、
⑥
或
は
武
勇
の
輩
と
い
ひ
、
⑦
叉
勇
敢

の
士
⑨
と
い
ひ
、
或
は
軍
士
と
い
ひ
、
⑨
武
士
と
呼
ば
れ
た
Q
⑩
こ
れ
に
よ
っ
て
、
侍
な
る
も
の
が
、
武
事
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

貴
人
に
勤
仕
し
た
も
し
も
の
な
る
事
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

　
然
ら
ば
何
故
武
士
は
土
入
に
勤
仕
し
た
か
、
武
士
は
武
力
の
保
有
者
な
る
の
み
な
ら
す
、
土
地
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。

故
に
雷
門
の
威
を
借
り
て
、
自
己
の
所
領
を
保
有
し
、
粂
て
下
官
の
榮
進
を
希
求
せ
ん
と
し
て
、
進
ん
で
貴
族
の
庇
保

を
受
け
た
Q
登
生
期
に
於
け
る
武
士
が
、
経
至
言
に
も
強
大
な
る
實
力
を
有
し
乍
ら
、
貴
族
に
は
臣
寵
し
て
み
た
所
以

は
、
彼
等
が
相
互
に
闘
慶
し
、
階
級
的
結
成
を
な
し
得
な
か
っ
た
事
に
よ
る
。
か
～
る
時
代
に
あ
っ
て
は
武
士
の
階
級

的
自
畳
は
求
め
得
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
碑

　
武
士
が
「
侍
」
と
し
て
貴
人
に
砥
参
し
た
る
時
に
は
、
先
づ
貴
男
に
亡
し
て
名
簿
を
捧
呈
し
、
⑪
初
墾
の
禮
を
行
ふ
を
例

と
し
た
。
藁
記
康
治
二
年
六
月
三
十
日
の
條
に
源
爲
義
が
署
長
に
臣
從
す
る
の
儀
を
記
し
て
、
『
爲
義
微
妊
憂
欝
臣
喰
余
、



以
享
購
、
所
傭
具
也
、
漿
仰
土
研
云
、
騨
襯
含
吉
昼
、
以
之
可
用
黎
、
更
不
可
初
奪
、
土
器
唯
。
』

と
。
⑫
武
士
の
棟
梁
た
る
爲
義
に
し
て
爾
然
る
を
見
れ
ば
、
一
般
武
士
に
至
っ
て
は
更
に
言
を
須
ひ
な
い
。

　
貴
族
は
多
く
か
、
る
侍
を
地
方
に
求
め
た
。
黒
門
勢
家
は
地
方
に
熱
意
な
る
荘
園
を
所
有
し
て
み
る
。
荘
園
は
彼
等

貴
族
の
文
化
的
・
経
濟
的
生
活
資
料
を
供
與
す
る
に
止
ま
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
貴
族
は
弊
風
末
の
凱
維
に
攣
り
、
屡
々
自
家
の
警
護
の
爲
に
、
荘
園
の
兵
士
を
徴
し
た
。
か
く
て
此
等
地
方
よ
り
徴

募
さ
れ
た
武
士
は
、
京
都
に
集
り
、
定
住
す
る
事
と
な
っ
た
。
こ
の
事
よ
り
直
ち
に
武
士
の
集
團
が
階
級
と
し
て
結
成

せ
ら
れ
る
と
は
断
じ
難
い
。
此
等
の
集
團
が
里
馬
者
を
持
ち
、
そ
の
下
に
組
織
づ
け
ら
れ
、
訓
練
さ
れ
る
事
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
．
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
武
士
集
團
が
武
門
の
棟
梁
を
得
る
事
を
速
か
な
ら
し
め
た
も
の
は
、
藤
氏
の
門
閥
政
治
で
あ
っ
た
。
郎
ち
京
都
に
於

け
る
政
治
機
閣
は
一
切
裾
野
門
閥
の
猫
解
す
る
所
と
な
り
、
志
を
得
な
い
貴
族
は
勢
ひ
地
方
に
下
っ
た
。
源
皇
位
氏
の

如
き
は
、
そ
の
最
も
顯
…
著
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
三

　
而
し
て
此
等
貴
族
出
身
の
武
將
が
衆
人
を
統
制
す
る
所
の
も
の
は
、
そ
の
門
閥
血
統
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
に

軍
兵
統
峯
の
實
績
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
源
経
基
が
そ
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
は
、
武
略
に
長
じ
た
爲
で
あ
う
、
⑭
頼
義

が
威
令
大
い
に
行
は
れ
た
の
は
、
彼
が
『
性
沈
毅
多
有
武
路
、
最
爲
將
帥
之
器
』
で
あ
り
、
又
『
勇
武
半
群
、
才
氣
被

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
引
解
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十
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第
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武
士
の
階
級
駒
撚
礎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
策
二
號
　
　
三
〇
〇

地
』
⑮
た
め
で
あ
っ
た
Q
か
く
武
勇
人
に
勝
れ
た
る
も
の
が
あ
っ
て
、
始
め
て
拳
玉
の
類
も
皆
彼
に
奴
僕
の
如
く
に
服

し
、
坂
東
弓
馬
の
士
も
大
謡
そ
の
門
客
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
⑱
頼
義
の
軍
兵
里
馬
の
予
輩
か
く
の
如
く
偉
大
な
る
も

の
あ
っ
て
、
始
め
て
そ
の
奥
州
を
征
す
る
や
『
坂
東
猛
士
雲
集
爾
來
、
前
騎
撒
萬
、
軍
人
・
下
面
・
重
愚
忍
野
、
國
再
震

催
、
莫
不
響
癒
評
⑰
と
い
へ
る
大
勢
力
を
糾
合
す
る
を
得
た
の
で
あ
る
。
義
家
は
『
驕
．
勇
絶
倫
、
騎
射
如
紳
。
』
⑲
で
あ

動
、
そ
の
戦
場
に
葎
む
や
、
臼
双
を
熟
し
て
重
幽
を
つ
き
、
左
行
右
往
敵
を
拶
ま
し
大
鎌
箭
を
以
て
藩
翰
を
射
る
に
塞

登
す
惹
こ
と
な
く
、
放
た
ば
必
ず
的
中
し
、
雷
爆
風
飛
騨
懸
命
世
で
あ
っ
た
か
ら
．
夷
人
皆
靡
険
し
、
敢
て
敵
す
る
も

の
な
く
、
號
を
立
て
、
入
幡
太
郎
と
云
ひ
、
漢
飛
將
軍
と
年
と
同
じ
う
し
て
語
る
べ
か
ら
す
と
賞
嘆
せ
ら
れ
た
の
で
あ

・
。
⑩
既
に
禦
軍
兵
肇
穿
に
於
い
て
武
羅
倫
で
あ
っ
た
ば
か
忍
？
、
後
三
年
の
役
に
從
ふ
や
膿
二
∴

を
設
け
て
士
氣
の
振
作
を
圖
り
、
⑳
寛
治
五
年
十
】
月
十
四
日
武
豊
の
没
落
の
近
き
を
知
っ
て
妙
筆
を
焼
い
て
凍
手
を

喜
べ
し
め
そ
の
追
立
に
備
へ
し
め
、
⑳
部
下
こ
れ
を
奇
と
す
る
も
將
軍
の
命
な
れ
ば
之
に
從
ひ
た
る
に
、
武
衡
そ
の
農

落
城
せ
り
。
よ
っ
て
人
こ
れ
を
淋
な
り
と
思
へ
り
と
い
ふ
如
く
、
そ
の
作
戦
謀
略
に
於
い
て
、
卓
越
非
凡
、
部
下
を
敬

服
せ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
李
家
に
あ
り
て
も
亦
、
こ
れ
と
同
標
の
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
天
永
二
年
十
二
月
二
十
七
日
雫
正
盛
宣
旨
に
よ
っ
て
、
仁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
津
力
）

和
寺
寛
助
走
正
の
所
領
藤
俘
庄
司
李
清
澄
の
子
薩
澄
を
謙
し
て
、
そ
の
首
級
並
に
降
人
三
人
を
傘
み
て
入
京
す
る
や
、

長
秋
記
は
そ
の
儀
從
を
記
し
て
『
随
兵
百
人
多
是
西
海
南
海
名
士
也
。
』
⑳
と
。
以
て
正
盛
の
武
威
に
服
す
る
者
地
方
名



族
の
多
き
を
知
る
、
こ
と
が
出
來
る
。

　
右
に
述
べ
た
る
如
く
、
武
將
た
る
も
の
は
軍
兵
統
傘
の
才
能
に
於
い
て
勝
れ
た
る
も
の
あ
る
と
共
に
、
更
に
部
下
の

精
紳
を
把
握
す
る
の
徳
を
備
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
入
を
威
服
す
る
の
霊
力
は
武
勲
と
し
て
必
要
で
あ
る
。
し

か
し
人
を
悦
服
せ
し
め
る
の
徳
は
、
よ
り
一
履
必
要
で
あ
る
。
頼
義
に
『
武
士
多
桑
レ
虚
者
』
あ
り
、
彼
の
よ
く
『
甚
得

士
死
力
』
し
所
以
の
も
の
は
、
『
天
下
素
知
才
能
、
服
其
探
揮
。
』
し
た
爲
で
あ
り
、
士
を
愛
し
施
こ
す
こ
と
を
好
み
、
⑳

よ
く
兵
と
盗
難
を
共
に
し
、
⑳
親
し
く
陣
中
の
疾
病
者
を
劒
り
、
傷
口
を
吸
う
て
膿
を
出
す
の
愛
情
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
⑳
か
く
て
こ
そ
、
部
下
の
士
卒
皆
恩
義
に
案
じ
て
命
を
鴻
毛
の
置
き
に
置
い
て
將
軍
の
た
め
に
死
力
を
議
し
た

分
で
あ
・
。
漿
赤
同
じ
詠
下
を
愛
し
た
。
後
三
年
役
に
沼
・
響
攻
め
て
大
害
毯
且
調
書
衡
を
働

切
っ
て
食
ふ
の
時
、
全
軍
殆
ん
ど
飢
死
せ
ん
と
し
た
る
に
、
兵
家
は
『
懐
入
倉
得
温
之
蘇
生
』
⑳
の
愛
憐
の
情
を
濃
い

だ
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
大
三
大
夫
光
任
の
如
き
忠
順
の
部
下
を
持
つ
事
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
⑳

　
か
く
地
方
の
総
量
相
次
ぎ
、
源
李
二
氏
の
如
き
者
も
永
く
地
方
官
と
し
て
赴
任
し
、
或
は
治
民
に
或
は
征
戦
に
從
ふ

こ
と
の
多
か
っ
た
こ
と
は
、
此
等
歯
糞
と
地
方
在
住
の
武
人
と
の
間
に
、
密
爾
な
る
結
合
開
係
を
結
ば
し
め
る
契
機
と

な
っ
た
。
か
、
る
地
方
そ
れ
自
禮
に
於
け
る
集
團
の
形
成
、
集
團
生
活
に
於
け
る
一
の
統
制
原
理
の
登
展
は
武
士
な
る

衆
多
が
】
の
階
級
的
な
も
の
を
形
成
す
る
階
段
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
①
　
西
田
薩
二
郎
　
日
本
丈
化
吏
序
設
　
三
七
七
頁

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
白
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

策
十
九
巻
　
第
二
盤
　
　
三
〇
一



｛IS）　＠　＠　＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠　i＠
　
　
武
士
の
階
級
的
自
警
・

令
義
解
巻
五
　
奮
國
更
大
系
巻
十
二
　
一
七
四
頁

軍
防
令
　
同
上
一
八
○
頁
、
一
八
二
一
三
頁

同
上
　
　
一
八
三
…
四
頁

捨
曲
介
抄
　

乱
眠
・
實
叢
書
本
巻
由
丁
　
　
一
山
ハ
入
頁

兵
範
認
久
安
五
年
十
月
十
九
日
　
更
料
通
饗
本
第
一
巻
三
三
頁
三
四
頁

古
今
著
聞
集
第
九
武
勇
十
二
　
奮
國
史
大
系
巷
十
五
　
三
六
ニ
ー
三
頁

中
右
記
天
仁
元
年
五
月
廿
日
條
巻
三
　
三
五
二
頁

噛蛙

L
巻
八
　
　
久
｛
女
㎜
閣
年
八
月
廿
六
H
加
除
　
史
料
山
八
㎝
観
本
　
　
二
山
ハ
日
量

吾
嚢
鏡
　
丈
治
五
年
六
月
廿
七
日
　
吉
川
本
上
　
二
入
○
頁

百
錬
抄
　
正
治
元
年
二
月
十
四
日
　
新
國
史
大
系
巻
十
一
　
＝
一
九
頁

十
訓
抄
　
奮
國
史
大
系
巷
十
五
　
七
入
六
頁

盗
記
巷
三
　
九
ご
頁

西
碑
概
二
郎
　
日
本
文
化
吏
序
説
　
一
二
七
九
頁

尊
卑
分
賑
巻
入

陸
轍
窯
請
詑
　

耽
刷
狡
群
書
類
川
從
巷
十
六
　
　
一
山
ハ
百
ハ

同
上
　
　
⑰
同
上

同
上
　
一
七
頁
　
奪
卑
分
脈
谷
九
　

一
頁

陸
奥
話
記
　
新
校
群
書
類
　
從
巻
十
六
　
一
七
頁

後
三
年
役
調
副
　
新
校
繰
脚
堂
爾
類
從
巷
十
山
ハ
　
　
一
・
七
頁

A
－
拙
周
物
瓢
…
巷
廿
九
　
　
上
総
守
維
時
部
網
打
饗
山
ハ
突
殺
號
…
第
六
　
　
奮
選
史
嘉
八
鍵
裂
十
よ
ハ

第
十
九
巻
箆
二
軸
　
　
三
〇
二

…
四
三
三
i
四
頁

（80）



＠＠＠　＠・　＠＠＠
後
コ
ご
牛
役
漸
湿
　
　
一
塀
臨
伐
湘
瀞
書
類
從
巻
十
山
ハ
　
一
ご
三
頁

長
秋
記
　
京
大
影
爲
本
巻
三
　
天
承
二
年
十
二
月
廿
七
日

陸
奥
話
記
　
　
一
山
ハ
頁

同
上
　
　
　
一
入
頁
、
一
二
頁

同
上
　
　
　
二
〇
頁

康
脊
田
記
　

丈
安
三
縞
牛
閑
口
晶
ハ
目
月
廿
一
二
日

後
一
二
年
役
期
副
上
　

新
校
一
群
書
類
從
春
十
⊥
ハ
　
ニ
入
頁

四

　
凡
て
就
業
の
一
勢
力
と
し
て
新
階
級
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
三
箇
の
重
要
な
る
要
素
を
有
っ
を
常
と
す
る
。

　
一
に
は
そ
の
統
傘
者
た
る
も
の
と
、
二
に
は
新
階
級
を
形
づ
く
る
べ
き
衆
人
と
、
而
し
て
三
に
は
こ
れ
を
支
持
す
べ

き
思
想
で
あ
る
。
①
新
階
級
を
形
づ
く
る
べ
き
衆
人
の
主
要
は
、
開
獲
領
圭
と
歯
す
る
地
方
中
小
地
主
で
あ
る
。
而
し

て
こ
の
集
團
の
統
率
者
は
誰
か
、
そ
れ
が
如
阿
に
し
て
生
れ
、
ま
た
如
何
な
る
統
制
を
な
し
た
か
は
、
右
に
述
べ
た
所

で
あ
る
が
、
果
し
て
然
ら
ば
、
彼
等
は
如
何
に
し
て
蕎
杜
會
よ
り
蝉
脱
し
て
、
新
羅
會
の
指
導
的
地
位
を
獲
得
す
る
仁

至
り
し
か
。
ま
た
、
配
れ
を
支
持
す
る
所
の
思
想
は
何
か
。
そ
れ
は
何
に
よ
っ
て
育
ま
れ
獲
附
し
た
る
か
を
考
へ
る
時

に
達
し
た
。

　
こ
、
に
於
い
て
、
我
が
國
政
治
史
上
全
く
特
殊
な
形
を
と
っ
た
院
政
を
考
へ
ね
ば
な
ら
な
い
。
併
し
勿
論
院
政
に
つ

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
自
愛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
二
観
．
　
三
〇
畿

（8ユ）



　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
自
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
土
崩
　
　
三
〇
吐

い
て
の
全
般
的
考
察
は
今
必
要
で
は
な
い
。
武
士
狡
生
胆
の
研
究
に
勢
い
で
、
看
…
過
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
院
政
に

よ
っ
て
齎
ら
さ
れ
た
る
院
と
内
と
の
反
旨
嫉
覗
、
嬢
鎮
家
の
内
爾
に
俘
ふ
兵
力
の
必
要
と
、
貴
族
の
放
恣
な
る
崇
佛
撒

樂
生
活
に
調
さ
れ
た
る
國
家
財
政
の
匡
救
策
に
遇
し
て
、
武
士
が
如
何
な
る
役
割
を
演
じ
た
る
か
に
あ
る
。
野
守
法
皇

の
崇
佛
は
、
宗
忠
が
中
右
記
大
治
四
年
七
月
十
四
日
の
條
に
記
し
て
、
『
或
人
談
云
、
本
院
年
來
御
善
根
、
絡
像
五
千

四
百
七
＋
縫
隻
佛
古
塁
誓
菩
薩
等
身
三
千
百
塗
扇
三
蛋
下
二
千
九
幕
鰹
馨
塔

二
十
一
基
、
小
型
四
十
四
萬
六
千
六
百
蝉
脱
墓
、
金
泥
一
切
経
書
爲
此
外
秘
法
修
善
千
萬
壇
、
不
知
其
数
、
此
二
三
年

殺
傷
禁
断
諸
國
也
、
施
大
善
根
也
。
』
②
と
Q
鳥
朋
院
の
潔
斎
亦
こ
れ
に
劣
ら
す
、
熊
野
高
野
の
墾
詣
十
撒
度
に
及
び
、

養
し
い
馨
の
婆
警
ら
で
だ
に
墜
の
膿
を
更
に
困
讐
ら
し
瓢
。
更
に
崇
佛
の
彙
播
侶
の
餐
を
偶

助
長
し
、
南
都
北
嶺
の
大
衆
の
兇
暴
は
批
會
の
不
安
を
一
段
と
深
め
た
。
か
く
て
院
内
の
反
目
嫉
覗
の
爲
に
、
院
の
北

面
・
西
面
の
武
士
を
必
要
と
し
、
大
衆
の
濫
悪
に
、
地
方
の
騒
飢
鎭
定
に
、
源
単
二
氏
の
兵
力
を
必
要
と
す
る
事
頓
に

著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
院
と
武
門
と
の
關
係
は
上
述
の
如
き
院
の
武
力
を
必
要
と
し
給
う
た
事
情
に
基
づ
く
所
が
大
で
あ
る
が
、
更
に
又
財

政
上
に
於
て
も
、
爾
者
の
親
近
を
將
濡
す
る
事
情
が
あ
っ
た
。
師
ち
院
政
の
興
隆
と
、
國
庫
の
疲
弊
は
地
方
の
財
政
的

援
助
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
要
求
を
満
足
せ
し
む
る
、
最
も
有
力
な
る
者
は
武
門
の
棟
梁
で
あ
る
。
就
中
卒
氏
は
夙
に

叢
に
着
眼
し
て
、
努
め
て
院
と
の
接
近
を
圖
つ
た
Q
源
氏
は
院
に
接
心
す
る
こ
と
比
較
的
急
く
、
保
元
観
に
爲
義
が
院



に
近
侍
し
て
、
却
て
大
敗
を
招
き
た
る
に
比
し
て
、
李
氏
は
院
と
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
非
常
な
る
登
展
を
途
げ
得
た

の
で
あ
っ
た
。
中
右
記
大
治
四
年
七
月
十
五
尉
の
裏
書
に
、
法
皇
御
時
初
出
來
事
を
奪
回
し
て
み
る
中
に
、
受
領
の
功

萬
石
萬
疋
進
上
の
事
③
を
み
て
も
、
院
政
が
地
方
に
確
乎
不
抜
の
経
濟
的
勢
力
を
保
有
す
る
武
門
に
よ
り
、
如
何
に
支

へ
ら
れ
て
る
だ
か
が
知
ら
れ
よ
う
。
同
じ
く
中
右
記
天
仁
元
年
正
月
二
十
四
日
の
條
に
除
目
の
こ
と
を
載
せ
、
受
領
十

五
ヶ
國
中
、
院
の
撰
者
七
人
に
及
び
、
然
も
彼
等
は
何
れ
も
熟
國
の
國
司
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
満
座
の
も
の
は
亜
目

と
目
を
以
て
す
る
の
み
で
あ
っ
た
と
。
就
中
、
因
幡
守
李
正
盛
が
但
馬
守
に
遷
任
せ
ら
れ
た
る
は
、
全
く
異
数
の
抜
擢

と
云
ふ
べ
く
、
『
正
盛
最
下
品
者
、
被
任
第
一
國
．
凡
不
可
陳
左
右
、
候
院
土
人
天
之
與
幸
人
鰍
。
』
と
評
し
て
み
る
。
④

又
そ
の
意
盛
鴛
謬
の
院
司
に
慧
轟
⑤
正
盛
・
忠
盛
父
子
が
義
戦
に
あ
・
東
大
寺
領
を
聾
し
て
、
・
岡

れ
を
鳥
朋
院
の
鐘
愛
せ
る
入
王
女
院
に
献
じ
、
寮
務
を
進
退
し
だ
如
き
、
⑥
院
と
雫
氏
と
の
望
外
の
密
爾
を
思
は
し
む

る
に
足
る
べ
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
院
は
莫
大
な
る
逆
蓮
上
の
支
援
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
獺
芦
内
海
は
古
塁
海
賊
の
猫
掻
を
極
め
た
る
所
、
歴
代
官
符
を
下
し
て
こ
れ
が
取
締
を
命
し
た
る
も
全
く
無
数
で
あ

っ
淀
。
保
延
元
年
三
月
十
四
日
、
重
ね
て
こ
れ
が
追
伐
の
宣
旨
を
賜
ひ
し
ょ
り
、
公
卿
そ
の
方
策
を
議
し
、
、
國
司
に
命

じ
て
國
司
勇
猛
の
士
を
し
て
追
伐
せ
し
め
て
は
如
何
と
献
策
す
る
も
の
あ
り
し
が
、
長
秋
記
の
著
者
短
時
は
こ
れ
を
似

て
不
可
と
し
、
そ
の
理
由
を
あ
げ
て
、
『
諸
國
猛
煙
輩
各
好
海
賊
、
近
及
周
防
國
司
上
遣
時
、
當
國
駕
篭
海
賊
冤
凌
國
司
、

潅
的
他
國
、
又
如
此
歎
。
者
、
指
國
々
武
土
等
交
名
各
給
宣
旨
、
自
件
賊
愼
一
鰍
Q
』
⑦
と
蓮
べ
て
諸
國
司
に
命
令
す
る
よ

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
均
暁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
二
瀧
　
　
三
〇
五



　
　
　
　
漁
士
り
階
級
的
肖
羅
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殖
瓢
－
九
巻
　
筑
κ
二
號
　
　
　
践
〇
六

り
も
．
贋
在
の
有
力
な
る
武
吉
下
倉
す
る
あ
有
致
な
る
を
説
い
た
。
叢
に
於
い
て
、
宗
忠
は
備
前
守
忠
盛
槍
非
蓮
使

爲
義
の
う
ち
何
れ
か
を
遣
は
し
て
討
た
し
む
べ
し
と
狡
議
し
、
諸
卿
こ
れ
に
賛
し
た
れ
ば
、
藏
人
辮
前
信
を
以
て
院
奏

せ
し
め
し
所
、
雨
雫
を
遣
は
し
て
は
定
め
て
『
路
次
直
々
自
滅
G
之
鰍
、
忠
盛
朝
臣
可
宜
者
』
③
と
仰
せ
ら
れ
だ
れ
ば
、

忠
盛
を
潰
…
す
こ
と
に
確
定
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
の
選
ば
れ
π
る
表
面
の
理
由
は
、
『
忠
盛
西
海
有
有
勢
年
歯
、
被
獲
遣

尤
青
黛
鰍
』
⑨
で
あ
っ
だ
が
、
彼
が
院
の
殊
寵
あ
り
た
る
こ
と
も
看
過
し
得
な
い
。
か
く
て
忠
盛
は
二
月
十
九
日
海
賊

七
十
官
人
を
卜
し
て
、
こ
れ
を
使
臆
に
引
渡
し
た
が
、
⑳
此
等
が
全
部
海
賊
の
首
魁
に
あ
ら
ざ
り
し
こ
と
『
日
高
輝
師

爲
平
首
、
此
中
多
是
非
賊
、
只
以
非
忠
盛
家
人
者
愚
慮
虜
進
』
⑪
と
あ
る
こ
と
に
よ
つ
て
朋
か
で
あ
る
。
而
し
て
忠
盛

は
二
十
八
日
そ
の
功
に
よ
っ
て
、
大
宮
大
夫
を
宣
下
せ
ら
れ
、
⑫
子
清
盛
は
兵
衛
佐
は
元
の
如
く
に
し
て
、
從
四
位
下

に
叙
せ
ら
れ
た
Q
⑬
か
く
の
如
く
し
て
、
忠
盛
は
昇
進
の
端
緒
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
彼
は
院
の
御
願
痴
言
長
壽
院
成

る
に
及
ん
で
、
そ
の
功
に
よ
り
内
．
昇
殿
を
聴
さ
れ
た
。
⑭
爾
後
忠
盛
の
壁
籠
㌘
蒙
る
こ
と
大
に
し
て
、
保
延
五
年
三

月
二
十
六
日
、
南
都
大
衆
の
入
洛
を
企
つ
る
や
、
院
の
命
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
宇
治
に
防
い
だ
。
⑮

　
此
等
の
事
象
は
、
武
門
の
棟
梁
が
集
信
家
の
不
乱
に
茸
ん
赫
す
し
て
、
直
接
院
に
接
近
し
、
良
ら
婚
暴
言
と
同
等
の

政
治
的
・
魁
會
的
地
位
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
の
意
圖
に
出
で
し
も
の
に
し
て
、
既
に
院
政
の
鴇
現
が
婿
閣
政
治
を
否
定

し
た
る
時
代
に
あ
）
て
は
、
春
菊
の
餅
結
と
見
翫
べ
く
、
叢
に
武
家
が
就
會
階
級
と
し
て
、
漸
次
結
成
せ
ら
れ
つ
、
あ

る
を
見
る
。
而
し
て
彼
等
が
眞
に
階
級
的
宮
前
に
到
達
す
る
は
、
院
内
の
不
和
、
娠
鎌
家
の
内
業
に
件
ふ
兵
力
の
必
要
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に
よ
っ
て
誘
引
せ
ら
曲
た
る
時
代
に
あ
る
。

　
院
政
が
四
二
家
の
樺
を
殺
ぎ
、
第
一
の
樫
門
よ
り
第
二
の
樺
門
に
そ
の
地
位
を
低
下
せ
し
め
た
こ
と
は
事
實
で
あ

る
。
し
か
し
、
観
關
家
が
爾
皇
室
の
外
戚
と
し
て
政
柄
を
塵
涙
し
た
る
記
憶
は
爾
新
た
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
彼
等
は

再
び
政
樫
獲
得
の
吾
吾
あ
る
べ
き
を
夢
想
し
た
◎
加
之
、
院
政
は
主
権
の
存
在
を
不
明
な
ら
し
め
、
皇
位
磁
承
の
紛
議

を
醸
し
易
ぎ
峡
隔
を
持
つ
も
の
な
れ
ば
、
蚕
下
馬
立
に
籐
念
な
か
り
し
概
籏
の
匝
と
院
の
藤
阪
と
の
離
合
集
散
は
、
政

孚
を
し
て
密
々
複
塩
苛
烈
な
ら
し
め
た
。
⑯
こ
の
二
個
の
勢
力
の
接
燭
は
大
な
る
衝
突
を
見
ざ
れ
ば
燈
ま
ざ
る
情
勢
に

あ
っ
た
。
然
り
而
し
て
、
そ
の
勝
敗
の
亙
る
る
所
は
、
實
に
南
部
の
う
ち
、
何
れ
が
最
も
多
く
兵
力
を
集
中
し
得
た
る

や
否
や
に
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
最
も
多
く
精
鏡
を
峯
み
し
武
將
を
召
致
し
た
る
も
の
が
勝
を
制
し
、
然
ら
ざ
る
も
の

が
敗
を
取
る
の
で
あ
る
。
保
元
．
凱
は
こ
の
表
現
に
外
な
ら
な
い
。
＠
既
に
述
べ
た
る
如
く
、
盗
賊
・
大
衆
の
迫
害
と
叛

翫
の
頻
狡
と
は
、
京
都
に
於
け
る
政
権
弟
奪
と
交
錯
し
て
、
武
力
の
必
要
は
着
々
切
實
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
．
殊
に
政

樺
孚
奪
の
こ
と
は
、
院
政
時
代
に
至
り
て
、
愈
々
激
化
し
た
。
自
河
二
身
は
皇
儲
に
滅
し
て
皇
弟
輔
仁
親
王
と
御
不
快

に
在
せ
し
か
ば
、
行
幸
毎
に
義
家
・
義
綱
を
し
て
供
奉
せ
し
め
ら
れ
、
⑲
法
皇
と
な
ら
せ
給
ひ
し
後
も
、
院
の
西
面
・
北

面
の
武
士
を
麗
か
れ
、
常
に
忠
盛
を
召
し
て
側
近
を
離
れ
ざ
ら
し
め
給
へ
る
こ
と
、
猫
爲
義
の
小
一
條
院
に
於
け
る
が

如
く
で
あ
っ
た
。
⑲
保
元
元
年
七
月
二
日
鳥
朋
法
皇
が
崩
御
に
先
ち
て
、
爲
義
・
清
盛
等
の
武
將
十
人
よ
り
祭
文
を
徴

し
て
、
美
編
門
院
に
奉
ら
し
め
、
⑱
崇
徳
上
皇
の
御
復
位
に
備
へ
給
ひ
し
が
如
き
は
、
こ
れ
全
く
鎧
櫃
を
引
き
て
皇
位
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武
士
の
隠
題
的
自
醗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
箪
二
號
　
　
三
〇
八

の
御
薦
雫
に
於
け
る
有
力
な
る
擁
護
者
た
ら
し
む
る
の
意
圃
に
出
で
し
も
の
で
あ
っ
て
、
正
に
武
烈
を
騙
っ
て
．
政
雫

の
渦
中
に
投
ぜ
し
め
し
も
の
と
云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
さ
れ
ば
武
終
の
勢
力
の
壇
大
す
る
は
や
む
を
得
ざ
る
勢
で
あ

る
。
保
元
．
飢
は
烏
屑
院
の
御
遺
命
を
受
け
た
る
源
義
朝
準
清
盛
等
の
武
力
に
よ
っ
て
、
畏
く
も
皇
位
の
安
泰
を
得
た

の
で
あ
る
か
ら
、
二
者
の
功
績
の
偉
大
な
り
し
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
る
に
、
そ
の
首
功
た
る
清
盛
は
こ
れ
に
よ
っ

て
、
僅
か
に
播
磨
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
義
朝
亦
左
馬
頭
に
任
せ
ら
れ
た
る
仁
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
、
朝
廷
は
保
元
元
年
十

一
月
言
入
臼
、
京
中
の
兵
杖
を
禁
制
し
て
、
以
て
武
家
に
甥
す
る
庭
分
を
結
ば
ん
と
せ
ら
れ
た
や
う
で
あ
る
が
、
⑳
か

、
る
禁
制
が
一
嘗
に
よ
っ
て
行
は
れ
難
き
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
も
武
家
は
こ
れ
に
甥
し
て
不
満
を
抱
右
こ
と
は
推

す
に
難
く
な
い
所
で
あ
る
○
何
と
な
れ
ば
A
既
に
七
月
十
一
日
の
軍
議
に
無
勢
に
て
組
中
に
戦
ふ
は
不
利
な
れ
ば
、
關
東

御
幸
を
決
行
遊
ば
さ
れ
る
や
う
院
奏
し
、
『
束
國
一
義
家
が
時
ヨ
リ
爲
義
ニ
シ
タ
ガ
ワ
ヌ
者
候
ハ
ズ
。
』
⑳
と
陳
じ
た
る

如
く
、
肩
己
の
地
盤
に
媛
れ
ば
、
朝
威
を
以
て
し
て
も
街
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
る
を
漸
く
自
蝿
し
來
れ
る

武
家
が
、
い
か
で
か
か
、
る
薄
賞
に
甘
ん
じ
よ
う
か
。
そ
の
實
力
を
振
っ
て
、
断
乎
と
し
て
政
治
上
の
野
望
を
途
げ
、

自
己
の
地
位
の
向
上
を
企
圖
す
る
こ
と
は
、
誰
し
も
氣
附
く
所
で
あ
る
。

　
京
都
に
於
け
る
保
元
・
誓
言
の
飢
の
綾
登
せ
る
こ
と
は
、
既
に
地
方
に
倭
興
せ
る
武
士
の
要
言
を
し
て
京
都
に
集
ま

ら
し
め
、
ま
た
薫
製
結
成
の
訓
練
を
充
分
な
ら
し
め
た
。
而
し
て
、
こ
の
凱
が
こ
れ
ま
で
の
地
方
擾
働
に
比
し
て
、
そ

の
地
が
京
都
と
云
ふ
政
治
的
中
心
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
結
果
は
旋
會
的
と
云
ふ
よ
り
も
寧
ろ
政
治
的
意
味
を
多
く

（　se3　）



持
っ
た
。
⑳
慈
鎭
が
保
元
．
観
を
以
て
武
者
の
世
と
な
す
所
以
も
亦
薙
に
あ
る
。
⑳

　
從
來
新
論
二
氏
が
朝
家
に
事
あ
る
毎
に
多
大
の
勢
力
を
漕
録
し
て
、
然
も
そ
の
得
る
所
の
比
較
的
砂
か
り
し
所
以
の

も
の
は
、
未
だ
階
級
と
し
て
の
自
畳
充
分
な
ら
ざ
る
と
、
二
者
の
勢
力
互
に
拮
抗
す
る
所
よ
り
、
第
三
者
の
操
縦
に
略

り
、
漁
父
の
利
を
得
ら
れ
た
る
た
め
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
、
今
や
李
家
に
甥
抗
す
る
の
武
家
な
く
、
猫
り
そ
の
地
位
を

專
ら
に
す
る
や
、
李
氏
の
勢
威
は
大
い
に
躍
進
し
た
。
こ
れ
親
房
が
紳
皇
正
統
記
に
『
保
元
李
治
よ
り
以
來
、
天
下
働

れ
て
武
用
さ
か
り
に
、
王
位
輕
く
な
り
諏
○
』
⑳
と
云
へ
る
所
で
あ
る
。

　
李
清
盛
は
巧
み
に
、
院
内
の
問
の
紛
雫
を
利
用
し
て
、
頻
り
に
地
位
の
上
進
を
間
つ
た
。
忽
ち
、
続
き
に
挙
治
．
飢

の
行
賞
と
し
て
、
大
宰
大
武
に
任
せ
ら
れ
、
永
暦
元
年
六
月
正
四
位
よ
り
越
階
し
て
正
三
位
に
零
せ
ら
れ
、
入
月
塗
議
、

九
月
右
衡
門
出
に
任
せ
ら
れ
、
翌
癒
保
元
年
正
月
に
は
、
検
非
違
使
別
宴
に
曝
せ
ら
れ
、
九
月
構
中
納
言
と
な
り
、
同

二
年
從
二
位
に
進
み
、
三
年
を
経
て
永
萬
元
年
椹
大
納
言
・
兵
部
卿
に
任
せ
ら
れ
、
塑
仁
安
元
年
正
二
位
に
叙
し
、
内

大
臣
に
進
み
、
同
二
年
二
月
に
は
左
右
大
半
を
評
す
し
て
、
直
ち
に
太
政
大
臣
に
進
み
、
從
｝
位
に
叙
せ
ら
れ
た
。
そ

の
初
め
て
墾
議
に
任
ぜ
ら
れ
し
ょ
り
叢
に
至
る
ま
で
僅
か
に
八
年
に
過
ぎ
す
、
彼
及
び
そ
の
哨
門
の
官
爵
の
榮
進
が
遠

か
な
り
し
は
驚
く
の
他
は
な
い
。
『
抑
々
日
本
秋
津
島
ハ
僅
二
六
十
六
箇
國
。
李
家
知
行
ノ
國
三
十
除
箇
國
、
立
田
孚
國

二
及
ベ
ソ
。
晶
共
上
国
閲
隅
五
百
箇
庭
田
臼
旧
イ
ク
ラ
ト
一
苔
数
ヲ
〃
知
ラ
ズ
。
綺
一
斗
脚
充
満
…
シ
テ
堂
山
上
花
ノ
ゴ
ト
ク
、
韓
脚
騎
群
　
集
シ

テ
門
前
市
ヲ
ナ
ス
。
』
⑳
と
。
以
っ
て
そ
の
勢
威
の
熾
ん
な
り
し
を
想
見
す
る
こ
と
が
出
下
る
。
か
く
の
如
き
李
家
の
異
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常
な
る
進
展
は
、
公
家
階
級
の
反
戴
を
買
ひ
し
こ
と
勿
論
大
で
あ
っ
た
が
、
清
盛
の
樫
勢
を
濁
り
僅
か
に
、
『
逆
臣
ノ
亡

ル
ハ
王
法
ノ
威
也
。
勇
士
ノ
カ
ト
思
フ
ベ
カ
ラ
ズ
◎
清
盛
カ
ク
心
ノ
儘
二
振
舞
コ
ソ
然
ベ
カ
ラ
ス
。
是
モ
来
代
二
及
タ

王
法
ノ
盤
ヌ
ル
ニ
ヤ
。
』
⑳
と
私
語
す
る
の
み
。

　
清
盛
の
専
横
は
往
々
常
軌
を
逸
し
て
臣
節
を
疑
は
し
む
る
所
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
そ
の
絶
大
な
る
武
力
を
擁
げ

て
唐
ら
怨
を
買
ふ
も
敢
て
点
せ
す
し
て
、
⑳
兇
暴
飽
く
な
き
南
都
北
嶺
の
大
衆
を
弾
概
し
て
再
起
す
る
能
は
ざ
ら
し
め
、

京
中
の
治
安
を
維
持
し
、
墨
家
の
安
泰
を
期
し
た
る
功
績
は
こ
れ
を
没
却
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
Q
さ
れ
ば
、
卒
家

の
異
常
の
昇
進
を
羨
望
嫉
締
し
つ
、
も
、
清
盛
を
目
し
て
、
『
一
朝
ノ
固
。
萬
人
ノ
眼
前
。
』
⑳
と
推
重
し
、
仁
安
三
年
二
月

そ
の
病
臥
の
時
、
朝
廷
た
め
に
非
常
赦
を
行
ひ
、
『
前
太
政
大
臣
者
、
功
軟
総
代
、
直
面
立
時
。
朝
之
静
譲
。
頼
其
茂
鋤
。

國
之
安
李
、
慧
其
秘
策
。
』
⑳
と
。
李
素
馨
り
好
意
を
以
て
迎
へ
ざ
り
し
藤
原
兼
實
す
ら
、
そ
の
日
乗
垂
葉
仁
安
三
年
二

月
十
一
日
の
條
に
『
黒
々
前
大
相
國
所
葵
、
天
下
大
事
只
在
学
事
典
。
購
入
興
亡
之
後
彌
以
衰
弊
鰍
。
』
⑳
と
云
ひ
、
同

9
十
七
日
の
條
に
は
『
昼
前
大
相
國
入
道
所
情
已
危
急
。
錐
不
落
日
比
、
更
非
有
減
氣
Q
且
彼
人
天
聴
之
後
、
天
下
可

凱
。
』
⑳
と
い
へ
る
は
、
里
家
の
治
安
を
維
持
し
、
政
治
の
運
管
を
致
す
こ
と
は
、
武
家
の
掌
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
最
早
如

何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
ま
で
に
な
っ
た
こ
と
を
、
公
家
階
級
自
ら
是
認
せ
る
を
表
は
す
も
の
に
し
て
、
弦
に
武
家
が
公

家
に
替
っ
て
政
構
を
握
り
し
こ
と
、
武
家
が
階
級
的
に
支
配
藩
の
地
位
を
獲
得
し
た
事
が
明
か
に
見
ら
れ
る
。

　
註
①
　
西
田
薩
二
鄭
　
日
本
丈
化
史
序
説
　
三
入
○
頁

（　Ssr　）
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中
右
記
巻
山
ハ
　
七
九
脚
貝

同
右
　
　
④
　
同
上
巻
三
　
三
ニ
ニ
ー
三
頁

認
上
巻
七
五
三
頁
長
承
二
年
七
月
＋
三
臼

東
大
寺
丈
書
京
大
影
篇
本
入
燧
　
永
久
三
年
四
月
舜
日
官
宜
旨

長
秋
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

同
上
　
⑨
同
上
保
延
元
年
四
月
入
日

同
上
　
保
延
元
年
入
月
十
九
日
　
中
右
認
　
同
日
條

長
秋
記
　
保
延
元
年
入
月
十
九
日

同
上
　
八
月
骨
一
日

中
右
記
　
同
日
隆

冊
右
　
長
承
三
年
三
月
十
三
日
條
　
同
廿
一
日
條

南
都
衆
徒
入
洛
記

峯
考
挙
治
物
語
巻
一
　
信
頼
諜
反
事
　
　
一
二
二
頁

三
浦
㎜
周
行
　
績
法
制
胴
史
の
研
究
　
　
山
ハ
｝
エ
三
！
四
頁

愚
管
抄
巷
四
　
新
國
更
大
系
第
十
九
巷
　
　
一
二
〇
頁

古
今
碧
聞
集

愚
管
抄
谷
四
　
＝
一
九
頁

峯
考
　
保
元
物
語
巷
一
　
三
三
頁

百
錬
抄
巷
七
　
新
國
吏
大
系
巷
十
｝
　
七
四
頁

愚
管
抄
巷
四
　
…
三
…
頁

　
　
武
士
の
階
級
的
自
蝿

第
十
九
巻
　
第
二
簸
　
　
三
…
一

（89）
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武
士
の
階
級
的
自
…
覚

西
田
薩
二
郎
　
　
R
本
丈
化
史
序
｝
説
　
　
一
一
一
入
四
－
鷺
頁

愚
管
抄
巷
四
　
一
一
＝
頁

紳
皇
正
統
記
巷
五
　
改
造
文
擁
本
二
一
四
頁

峯
考
源
亭
盛
衰
記
巷
二
　
渋
盛
息
女
事
　
八
八
一
九
頁

同
右
　
巷
三
　
　
一
院
御
出
家
事
　
上
一
一
三
一
四
頁

同
右
　
巻
二
　
　
　
　
　
　
　
上
一
〇
九
頁

同
右
　
巻
五
　
山
上
奏
上
事
　
　
上
二
三
三
頁

丘
ハ
範
扁
記
　
　
仁
｛
女
一
二
年
二
月
上
丁
恥
ハ
ロ
　
　
｛
双
大
蹴
獄
償
叩
本

玉
葉
巻
二
　
國
書
刊
行
會
本
巻
一
　
四
〇
頁

同
上
　
四
〇
頁

五

第
十
九
維
〕
　
第
二
號
　
　
　
三
一
二

（90）

　
粗
粉
に
説
き
來
つ
た
如
ノ
＼
院
政
時
代
に
至
っ
て
、
武
門
は
公
家
階
級
の
輕
蔑
・
惜
悪
に
も
か
、
は
ら
す
、
扱
く
べ
か

ら
ざ
る
一
就
會
的
勢
力
と
な
り
來
つ
た
。
か
く
し
て
、
武
士
の
階
級
的
自
訴
が
生
じ
來
た
る
時
機
に
達
し
た
。
武
士
が

自
ら
一
の
耳
蝉
階
級
た
る
こ
と
を
自
畳
す
る
こ
と
は
、
彼
等
が
公
家
階
級
の
文
化
に
封
し
、
異
質
的
な
も
の
を
創
造
す

る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
又
こ
れ
と
同
時
に
、
武
士
な
る
も
の
が
、
一
般
百
姓
を
支
配
し
、
其
等
と
は
質
的
に
異

っ
た
存
在
た
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
彼
等
が
そ
の
本
質
を
反
省
す
る
こ
乏
に
よ

っ
て
、
そ
の
持
て
る
實
力
を
以
て
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
権
家
祇
會
の
安
寧
秩
序
を
保
持
す
る
こ
と
を
得
な
い
と
云
ふ



事
を
、
霞
ら
も
自
流
し
、
就
會
も
亦
之
を
是
認
も
、
之
に
慧
依
す
る
ま
で
に
、
肚
會
が
動
い
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
Q

　
國
家
に
法
が
行
は
れ
す
、
殺
害
・
張
盗
は
中
央
・
地
方
を
分
た
す
、
中
豊
の
濫
悪
亦
相
次
い
で
起
り
、
爆
世
不
安
、
諸

人
優
れ
た
る
武
將
の
、
天
下
静
急
な
ら
し
め
ん
事
を
希
求
す
る
念
が
昂
ま
り
來
つ
た
事
は
嚢
に
こ
れ
を
述
べ
た
。
故
に
㌧

私
は
再
び
こ
の
事
を
繰
返
す
こ
と
を
せ
す
、
直
ち
に
武
士
階
級
が
他
の
階
級
に
異
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
自
豊
し
、
彼

等
が
…
階
級
と
し
て
の
槻
念
を
螢
達
せ
し
め
つ
、
あ
る
こ
と
を
論
じ
よ
う
。

　
將
門
が
新
皇
を
儒
養
し
、
四
帥
相
癒
の
華
洛
の
地
に
擬
し
て
、
そ
の
地
を
相
し
、
官
司
を
任
じ
て
政
を
布
か
ん
と
豪

語
し
な
賀
醤
思
置
に
行
糞
・
が
架
①
ま
奏
シ
レ
美
内
山
・
慮
重
呆
隠
レ
ラ
・
働

月
ヲ
ミ
ル
カ
ナ
、
』
②
と
歌
に
托
し
て
、
只
管
．
官
位
の
昇
進
を
望
み
し
頼
政
が
、
三
位
し
て
昇
殿
を
聴
さ
れ
得
意
の
足
ど

り
で
参
内
せ
る
を
、
さ
る
女
房
よ
り
『
ッ
キ
み
＼
シ
ク
モ
ァ
ユ
ム
モ
ノ
カ
ナ
』
と
書
尽
さ
れ
て
、
『
イ
ッ
シ
カ
雲
ノ
上
ヲ

バ
躇
ナ
レ
テ
』
③
と
樹
へ
た
る
が
如
き
は
、
樹
ほ
武
士
階
級
が
濁
自
の
文
化
を
有
せ
す
、
徒
ら
に
公
家
文
化
を
憧
憬
し

そ
の
摸
倣
娠
取
に
肝
謄
を
確
け
る
か
を
物
語
る
も
の
に
し
て
、
安
元
御
賀
記
に
皇
家
の
殿
上
人
が
朝
廷
の
禮
節
に
慨
れ

叶
っ
た
こ
と
を
上
皇
よ
り
御
嘉
賞
あ
り
し
を
以
て
、
無
上
の
光
榮
と
し
た
と
あ
る
④
は
、
公
家
の
生
活
が
如
何
に
武
士

階
級
を
魅
了
し
て
み
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
か
、
る
公
家
文
化
に
毒
す
る
喜
喜
讃
美
は
、
武
士
が
未
だ
趾
會
階
級

と
し
て
の
充
分
な
る
墨
守
を
持
た
な
か
っ
た
謹
左
で
あ
る
。
併
し
、
こ
れ
ら
の
事
象
の
み
を
観
て
。
全
般
的
に
武
士
が

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
自
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
第
二
號
　
　
三
一
三



　
　
　
　
武
士
の
駿
級
的
面
壁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
舞
二
軸
　
　
三
一
罪

証
ほ
公
家
階
級
に
封
ず
る
樹
立
的
存
在
で
な
か
っ
た
と
は
断
じ
難
い
。
そ
の
所
以
は
、
或
る
一
つ
の
新
階
級
の
文
化
は

他
の
肚
會
階
級
の
そ
れ
と
全
く
孤
立
的
に
登
生
し
成
長
す
る
も
の
に
賑
す
し
て
、
多
く
の
場
合
、
前
代
の
そ
れ
に
繋
り
、

前
代
の
支
配
者
の
文
化
に
刺
激
さ
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
を
墨
取
包
容
し
て
、
徐
々
に
育
成
せ
し
め
る
も
の
な
る
こ
と
、
少

し
く
限
を
時
代
文
化
の
隆
替
に
注
ぎ
し
者
に
は
容
易
に
看
取
し
得
る
所
な
る
を
以
て
な
り
。

　
奥
州
の
藤
原
氏
が
李
泉
に
螢
ん
だ
七
堂
伽
藍
は
こ
れ
悉
く
京
都
文
化
の
模
倣
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
莫
大
な
る

財
幣
を
靡
費
す
る
も
敢
て
悔
ひ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
如
何
に
武
士
の
棟
梁
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
富
裕
で
あ
り
、
中
央
憧

憬
、
京
都
文
化
へ
の
思
慕
の
情
の
熾
烈
な
り
し
か
を
示
し
て
除
蔽
な
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
摸
擬
が
軍

な
・
糠
縁
つ
蒙
ら
ば
、
そ
れ
は
京
都
文
化
が
あ
・
努
な
・
保
馨
に
よ
っ
て
、
あ
・
限
ら
れ
た
・
努
に
移
臨

せ
ら
れ
た
る
結
果
に
絡
る
に
遇
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
。
も
し
も
、
か
、
る
結
果
に
終
つ
だ
な
ら
ば
、
こ
の
藤
酔
泣
の
事
業

も
何
等
意
義
な
き
徒
事
に
絡
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
’
然
る
に
摸
擬
が
軍
な
る
摸
擬
に
絡
ら
す
し
て
、
そ
れ
が
選
写
せ
ら

れ
た
る
摸
擬
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
⑤
そ
ご
に
武
家
文
化
と
し
て
の
蔚
芽
を
爽
済
す
る
こ
と
が
出
動
る
の
で
あ
る
。

　
吾
妻
鏡
文
治
五
年
九
月
十
七
日
の
條
に
、
源
忠
己
講
等
が
、
清
衡
以
下
三
代
の
造
立
に
か
、
る
堂
舎
を
注
し
て
、
頼
朝

に
逡
申
し
來
り
た
る
こ
と
を
載
せ
て
み
る
が
、
そ
の
二
心
の
一
つ
で
あ
る
無
量
光
院
の
こ
と
を
記
し
て
、
『
秀
衡
建
立
之
、

其
罪
証
四
壁
靡
圃
観
経
大
意
、
加
之
秀
麗
自
面
影
狩
猟
之
騰
、
本
欄
者
阿
彌
陀
丈
六
也
。
三
重
實
塔
内
需
嚴
、
暮
雪
所

管
宇
治
李
等
院
也
。
』
⑥
と
云
っ
た
。
荘
搬
を
宇
治
李
等
院
に
摸
し
、
優
娩
絢
燗
た
る
京
都
の
公
家
趣
昧
豊
か
な
る
維
書



の
中
に
、
勇
壮
活
濃
な
る
秀
衡
の
狩
猟
圖
が
如
何
ば
か
り
特
異
の
相
を
な
し
た
る
か
は
、
想
像
す
る
だ
に
明
ら
か
な
所

で
あ
る
。
而
し
て
か
》
る
絡
書
を
猫
か
し
め
た
こ
と
は
、
秀
衡
が
公
家
文
化
に
限
り
な
き
敬
慕
の
情
を
抱
き
な
が
ら
、

禽
3
6
の
奥
深
く
に
秘
め
た
る
公
家
と
そ
の
世
界
槻
を
異
に
す
る
所
の
も
の
あ
る
こ
と
を
顯
示
せ
ん
と
し
π
も
の
あ
る
に

よ
る
。
こ
れ
、
明
か
に
武
士
が
公
家
階
級
に
幽
し
て
、
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
蘇
異
な
文
化
を
建
設
過
ん
と
し
て
み
る

こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
あ
る
ま
べ
か
。
源
頼
光
の
郎
等
二
人
が
大
宮
人
の
優
雅
を
ま
ね
て
牛
車
を
か
り
、
紫
野
見
物

を
試
み
車
に
揺
ら
れ
て
酔
ひ
し
れ
、
『
千
人
の
軍
の
中
に
馬
を
走
ら
せ
て
入
る
こ
と
は
、
常
に
習
ひ
た
る
こ
と
な
れ
ば
お

ち
恐
れ
ざ
る
所
な
が
ら
、
貧
窮
氣
な
る
牛
飼
董
の
奴
ひ
と
り
に
か
く
も
揺
ら
れ
て
、
身
を
疲
ら
し
て
何
の
盆
が
あ
ら

邑
と
云
っ
た
・
と
は
、
⑦
師
ち
武
家
が
公
家
の
生
活
を
徒
ら
に
摸
倣
す
る
の
愚
を
境
袋
響
の
生
活
の
穰
働

を
認
め
つ
、
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
Q

　
武
士
の
本
領
が
武
技
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
生
活
を
薗
然
殺
伐
な
も
の
と
し
た
。
爲
朝
は
『
武
士
タ
ル
者
ノ

鷹
巣
ナ
ク
テ
ハ
叶
ハ
ズ
。
』
⑧
と
述
懐
し
て
み
る
が
、
戦
璽
・
闘
餓
・
殺
鐵
の
中
に
、
武
士
の
生
活
が
あ
っ
た
。
彼
等
の
常

に
目
標
と
す
る
所
は
、
武
藝
の
熟
達
で
あ
り
、
繋
勝
で
あ
っ
た
。
⑨
弓
箭
の
滋
に
携
る
者
が
好
敵
に
め
ぐ
り
あ
ふ
鳳
そ

の
最
も
悦
び
と
す
る
所
、
⑩
決
戦
力
闘
屍
を
戦
場
に
晒
す
は
そ
の
本
懐
と
す
る
所
で
あ
っ
た
Q
⑭
故
に
武
門
に
生
れ
し

も
の
は
、
假
倉
町
弱
の
無
配
と
錐
も
，
寂
黙
き
心
の
持
主
で
あ
っ
た
。
⑫
武
士
が
一
度
び
怒
れ
ば
、
必
ず
そ
の
報
復
を

な
さ
ず
し
て
は
、
や
ま
な
か
っ
た
事
は
、
公
家
の
武
士
を
恐
れ
る
所
以
で
あ
っ
た
が
、
⑭
そ
こ
に
彼
等
武
士
の
敵
手
を

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
貞
慨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
第
二
號
　
　
三
一
五



　
　
　
　
属
土
の
階
級
細
鱗
聾
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巷
　
篁
二
黒
　
　
三
一
六

難
さ
い
れ
ば
焔
ま
ざ
る
騨
孚
精
一
の
横
溢
す
る
を
見
る
。
か
、
る
精
憩
の
保
持
は
、
公
家
と
異
る
武
家
精
紳
の
本
質
を

伺
は
し
め
る
も
の
で
あ
ら
う
Q

　
地
方
の
撹
凱
に
大
衆
の
参
観
に
偉
功
を
樹
て
た
武
士
が
、
好
ん
で
中
央
貴
族
に
名
讐
を
捧
げ
、
臣
飾
を
訂
し
た
時
代

は
去
っ
て
、
今
や
武
士
は
充
分
自
己
の
實
力
を
知
り
、
胤
會
も
亦
そ
れ
を
認
め
る
に
至
っ
た
か
ら
、
從
來
の
如
く
唯
々

諾
々
樺
門
の
願
使
に
甘
ん
ぜ
ざ
る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
保
元
の
働
に
院
の
軍
議
に
預
か
り
し
爲
朝
が
臆
面
二
十
籐
度
の

合
戦
の
経
験
よ
り
し
て
、
夜
討
の
上
乗
な
る
所
以
を
献
策
せ
し
所
、
建
長
こ
れ
を
以
て
意
外
の
荒
儀
と
し
て
斥
け
、
三

三
寺
・
十
津
河
勢
千
絵
騎
の
來
着
を
待
ち
て
決
戦
す
る
や
う
に
丸
し
た
れ
ば
、
爲
朝
や
む
な
く
こ
れ
に
服
せ
し
も
、
退

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

霞
の
後
、
『
和
漢
ノ
先
躍
朝
廷
ノ
禮
節
ニ
一
瞬
モ
似
ヌ
事
ナ
レ
ハ
、
合
戦
ノ
滋
ヲ
バ
、
武
士
ニ
コ
ン
任
ラ
ル
ベ
キ
ニ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

道
ニ
モ
ア
ラ
ヌ
御
腰
ヒ
如
何
ア
ラ
ン
。
』
⑧
と
つ
ぶ
や
け
る
は
、
武
士
は
制
法
禮
節
の
道
に
こ
そ
昧
き
も
、
武
賂
に
於
て

は
公
家
の
與
り
知
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
公
家
の
無
智
を
以
て
下
階
・
せ
る
は
無
謀
で
あ
る
と
の
言
に
し
て
、
こ
れ
明
か

に
武
士
從
來
の
態
度
と
異
る
所
の
も
の
で
あ
る
。
之
に
介
し
て
、
内
の
軍
議
は
【
切
の
職
賂
を
暴
げ
て
義
朝
に
委
し
、

途
に
勝
利
を
得
淀
こ
と
⑮
は
極
め
て
興
味
あ
る
事
實
で
あ
る
。
帥
ち
一
は
省
武
家
を
蔑
親
し
、
飽
く
ま
で
こ
れ
を
掻
下

せ
ん
と
し
た
に
調
し
、
他
は
よ
く
時
勢
の
動
向
に
蓮
達
し
、
武
家
の
本
領
を
容
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
義
朝
・
清
盛
の

官
軍
既
に
進
古
せ
う
と
聞
き
、
『
黒
甜
ガ
チ
タ
ビ
申
ツ
ル
ハ
膨
脹
愛
山
。
』
⑯
と
爲
朝
を
憤
激
せ
し
め
た
る
も
、
此
期
に
及

ん
で
は
如
何
と
も
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
左
府
濡
荷
狼
狽
の
極
、
堂
堂
を
鼓
舞
せ
ん
と
、
俄
か
に
除
目
を
行
ひ



て
、
彼
を
藏
人
た
る
べ
き
由
仰
下
さ
れ
た
る
に
、
南
朝
の
云
ふ
や
う
、
敵
既
に
攻
寄
せ
た
れ
ば
、
宜
し
く
守
禦
の
部
署

に
つ
く
べ
き
で
あ
る
。
除
目
は
物
恣
し
。
人
々
は
何
に
て
も
な
り
給
へ
。
爲
朝
は
今
日
母
人
と
呼
ば
れ
た
所
で
何
の
盆

も
な
い
。
只
今
は
も
と
の
鎭
西
入
郎
に
て
よ
ろ
し
Q
』
と
叫
ん
で
、
⑰
部
署
に
つ
き
、
散
々
に
敵
を
射
殺
し
た
と
い
ふ
が
、

叢
に
も
亦
、
彼
等
武
士
が
、
從
來
公
家
の
推
挽
に
よ
っ
て
、
公
家
垂
髪
の
歯
せ
ざ
る
微
位
卑
官
を
巌
ち
得
て
得
々
た
り

し
に
比
し
て
、
大
い
に
異
る
も
の
あ
る
を
み
る
。
帥
ち
武
家
は
も
は
や
公
家
の
前
に
卑
屈
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
自
ら

の
所
信
を
断
行
し
、
公
家
の
憐
懸
恩
恵
に
よ
る
出
世
を
求
め
す
と
も
、
そ
の
實
力
に
よ
っ
て
、
地
位
の
向
上
を
計
る
こ

と
を
意
圖
し
始
め
た
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
養
士
の
皇
の
カ
に
導
・
墨
・
雇
の
日
叩
ま
鼠
武
吉
ら
之
を
公
家
の
前
袋
示
し
て
は
ぶ
ら
醐

ざ
る
に
至
っ
た
。
例
へ
ば
爲
義
が
保
元
の
観
に
上
皇
の
…
關
東
御
幸
を
勧
め
奉
り
、
足
柄
・
箱
根
を
切
り
塞
い
で
守
ら
ば

事
必
す
成
就
す
べ
き
由
を
奏
し
、
上
皇
亦
御
事
色
を
動
か
せ
給
う
た
と
云
ふ
が
如
き
、
⑲
或
は
李
治
の
鋤
に
義
朝
が
今

度
の
合
戦
に
破
れ
な
ば
、
東
國
に
馳
せ
下
b
て
、
入
ケ
國
の
家
人
を
催
ゐ
集
め
て
、
重
ね
て
都
に
攻
φ
上
り
、
季
重
の

一
族
を
鐡
滅
せ
ん
と
豪
語
し
た
る
が
如
き
、
⑲
既
に
東
臨
に
於
け
る
源
氏
と
地
方
土
豪
の
間
に
結
ば
れ
た
る
主
從
關
係

の
緊
密
な
る
も
の
あ
b
、
そ
の
世
界
に
於
て
は
彼
等
の
地
位
生
活
が
、
そ
の
實
力
に
よ
っ
て
強
く
保
持
さ
れ
、
不
安
定

な
公
家
の
恩
恵
に
よ
ら
す
し
て
、
自
己
の
世
堺
が
確
保
さ
れ
て
み
た
湿
糠
で
あ
る
Q
難
太
軍
記
に
、
義
家
の
麗
文
な
る

為
の
を
載
せ
て
、
『
七
生
の
後
天
下
を
支
配
す
べ
し
。
』
⑳
と
云
へ
る
如
き
、
或
は
ま
淀
、
李
治
の
改
元
を
目
し
て
年
氏
繁

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
肖
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
雀
，
第
二
毅
　
　
三
一
七



　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
廟
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
策
十
九
巷
第
二
號
　
三
一
八

卑
し
て
天
下
を
治
む
べ
き
年
麗
な
）
と
云
ひ
、
翠
治
の
翫
に
源
氏
一
暴
に
破
れ
て
李
悪
世
を
取
り
た
る
を
当
言
す
る
も

の
と
し
た
る
に
撮
し
、
左
大
臣
俳
通
が
『
李
漕
の
年
號
は
甘
心
せ
ざ
る
年
號
で
あ
る
。
肉
も
な
く
河
も
な
く
、
李
地
で

高
低
な
き
も
の
』
と
笑
っ
た
が
、
此
の
言
は
武
士
の
勃
興
は
當
時
の
階
級
制
度
を
墾
革
す
る
も
の
な
り
と
し
た
に
よ
る
。

羊
治
物
語
も
『
絡
二
皇
居
ハ
武
士
ノ
住
家
ト
成
、
主
上
ハ
凡
人
ノ
亭
二
上
ラ
セ
給
ヒ
ヶ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
。
人
ノ
ロ

程
怖
シ
ヵ
フ
ケ
〃
事
ハ
ナ
シ
Q
』
⑳
と
云
っ
て
み
る
。
皇
居
が
武
士
の
住
家
と
な
る
と
は
、
師
ち
武
士
が
廟
堂
の
高
き
に

坐
し
て
、
政
椹
を
掌
握
す
る
の
意
昧
で
あ
る
。
稽
下
り
て
頼
朝
が
、
旭
暉
尼
の
哀
情
に
よ
っ
て
麹
首
を
免
れ
、
伊
豆
に

配
流
せ
ら
る
、
こ
と
、
な
り
、
下
向
の
途
次
、
武
部
明
紳
の
説
壇
に
宿
り
所
請
を
こ
め
し
が
、
夜
孚
從
者
盛
安
の
語
る

や
亥
頼
朝
の
京
都
に
於
い
て
署
せ
ん
と
芸
を
留
め
た
・
は
、
夢
に
入
幡
に
詣
で
た
ξ
藷
弓
箭
竃
凡
て
入
醐

り
來
り
、
「
義
朝
の
弓
胡
簸
を
捧
げ
來
り
た
り
」
と
云
ふ
や
、
御
寳
殿
内
に
聲
あ
り
、
「
深
く
納
め
麗
く
べ
し
。
や
が
て
は

こ
れ
を
頼
朝
に
給
ふ
べ
し
。
」
と
宣
ひ
、
次
で
頼
朝
に
こ
れ
を
食
は
せ
よ
と
て
、
打
直
六
十
六
本
を
賜
っ
た
所
で
夢
醒
め

し
が
、
義
朝
の
弓
胡
馬
を
頼
朝
に
賜
は
り
し
は
源
家
を
復
興
せ
し
め
給
は
ん
と
す
る
賢
慮
な
る
べ
く
、
ま
π
打
開
六
十
六

本
を
賜
は
り
し
は
、
六
十
六
箇
國
を
支
配
せ
し
め
ん
と
の
意
な
ら
ん
と
信
じ
て
、
切
に
主
君
の
出
家
を
諌
止
せ
る
な
り

と
云
へ
る
は
⑳
帥
ち
源
氏
が
再
興
し
て
、
天
下
を
李
げ
．
政
樺
を
掌
握
・
す
る
の
日
あ
る
を
確
信
す
る
も
の
に
し
て
、
こ

れ
明
ら
か
に
武
土
が
支
配
者
た
る
階
級
に
ま
で
到
塾
せ
る
を
意
識
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
然
り
而
し
て
、
武
士
が
そ
の
風
力
を
登
動
ず
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
主
家
の
治
安
を
維
持
し
、
地
方
政
治
を
麩
虚
し
能



は
ざ
る
ま
で
に
、
國
家
の
樺
威
の
衰
微
せ
る
こ
と
は
、
前
九
年
役
に
頼
義
の
任
満
ち
て
、
朝
廷
高
階
鉱
主
を
そ
の
後
任

と
し
て
遣
は
せ
し
に
、
百
姓
新
司
の
命
を
奉
ぜ
す
、
好
ん
で
前
司
頼
義
に
碕
聾
し
縛
る
に
徴
し
て
も
明
ら
か
な
る
所
に

し
て
、
⑳
蕪
に
贅
説
の
要
な
き
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
次
に
は
武
士
が
百
姓
と
そ
の
本
質
を
異
に
す
る
階
級
と
な
b
來
つ
万
事
を
説
か
ね
ば
な
ら
な
い
〇
一
般
に
言
は
れ
る

如
く
、
武
士
は
荘
園
の
荘
官
か
ら
狡
生
し
た
。
荘
官
な
る
奪
う
、
其
が
荘
園
の
本
所
領
家
た
る
黒
門
勢
家
に
饗
し
て
は
、

一
般
北
面
と
等
し
く
隷
属
者
の
階
級
で
あ
っ
た
事
は
、
私
が
先
に
武
士
の
原
初
的
な
形
態
を
「
侍
」
に
求
め
た
の
と
同

じ
趣
を
示
す
も
の
で
・
の
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

　
越
後
國
石
井
庄
前
司
解
　
申
請
　
本
寺
政
所
裁
事

　
　
言
上
條
々
雑
事

　
扁
　
請
裁
免
住
人
古
志
得
延
愁
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
り
　
む
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

右
件
得
延
元
者
、
・
以
」
去
永
承
七
年
【
、
莱
聖
廟
昌
壌
土
庄
司
」
罷
下
之
間
、
庄
務
執
行
之
程
、
件
得
伊
藤
算
之
許
置
型
名
簿
一
、

　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む

　
從
二
離
郷
｛
來
向
、
彷
來
住
成
昌
田
堵
一
、
朝
夕
召
仕
之
慮
、
付
乱
騰
司
臼
代
藤
原
成
季
漸
判
訴
粂
箪
不
能
一
、
或
聖
者
和
算
從
者

　
　
（
盗
力
）

　
を
馬
身
人
晶
申
懸
天
、
風
面
國
司
一
、
或
時
者
乍
二
癖
者
一
、
放
言
爲
レ
宗
。
就
中
前
司
件
御
庄
如
レ
本
欄
昌
所
・
塑
之
由
、
成
頴
鷹
宣
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　

被
　
露
骨
一
之
庭
、
善
美
算
執
行
一
、
爲
不
ソ
随
。
地
子
乍
二
負
差
一
、
信
濃
國
数
多
百
姓
諸
共
逃
去
者
、
爲
倉
且
搦
留
、
且

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
貞
蝿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
巻
　
第
二
號
．
　
三
一
九
p



　
　
　
．
武
士
の
階
級
酌
肉
憂

地
子
弊
濟
搦
留
を
所
訴
串
也
、
者
、
注
子
細
言
上
如
件

　
　
　
（
中
略
）

　
　
天
喜
五
年
十
二
月
十
九
a

越
後
國
石
井
御
庄
司
儒
兼
算
解
　
串
講
本
家
政
所
裁
事

　
言
上
條
々
雑
事
事

第
十
戴
悠
　
魏
二
號
　
　
三
二
〇

大
法
師
（
花
押
）
⑳

　
一
　
御
下
文
内
條

　
　
右
去
年
十
二
月
四
特
製
下
文
同
二
十
九
田
金
着
、
任
御
下
文
之
旨
、
住
人
等
冷
害
加
作
聾
者
、
於
兼
算
者
、
亦
御

庄
霧
毒
筆
詐
御
臨
兜
雛
之
残
薯
此
壁
画
力
襲
之
裂
且
言
上
鳥

　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
　
天
喜
五
年
二
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
預
　
僧
　
永
　
溝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
庄
司
僧
（
花
押
）
⑳

　
右
の
二
文
書
は
共
に
東
大
寺
領
越
後
國
石
井
庄
に
於
い
て
、
庄
司
計
算
が
、
隣
國
よ
う
浪
人
を
招
致
し
て
、
庄
田
の

開
狡
に
努
め
た
事
に
毒
す
る
も
の
で
あ
る
。
庄
園
が
浪
人
を
招
致
す
る
事
は
敢
て
珍
ら
し
い
事
で
は
な
い
が
、
東
大
寺

よ
り
庄
田
開
獲
の
命
を
蒙
ら
ざ
る
前
に
於
い
て
、
庄
司
が
既
に
浪
入
を
招
致
し
て
み
る
事
を
先
づ
注
意
す
べ
き
で
あ



る
。
庄
司
は
東
大
寺
の
一
役
入
と
し
て
、
即
ち
そ
の
絶
謝
的
な
隷
聖
者
の
地
位
上
巴
ま
っ
て
み
な
か
り
た
。
そ
の
国
力

は
隣
國
の
百
姓
を
招
寄
せ
、
自
己
の
庄
田
を
耕
作
せ
し
め
得
る
迄
に
強
大
と
な
っ
た
。
然
し
て
、
そ
の
招
致
さ
れ
た
る

百
姓
は
庄
司
早
算
に
謝
し
て
、
名
箭
を
捧
げ
、
朝
夕
召
仕
へ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
明
ら
か
に
庄
司
が
百
姓
の
支
配
者
と

し
て
立
つ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
庄
司
に
警
語
を
捧
げ
た
得
延
は
や
が
て
庄
司
と
勢
力
醗
を
な
し
、
数
多
の

百
姓
を
引
澄
し
て
、
碧
落
に
逃
激
つ
淀
こ
と
を
み
れ
ぜ
、
得
延
も
亦
百
姓
の
支
配
者
で
鳳
な
か
つ
π
か
。
即
ち
刷
用
古

文
書
に
あ
る
如
く
、
得
延
が
來
住
し
て
欄
堵
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
田
堵
は
一
般
山
踏
と
は
異
る
も
め
で
あ
っ
た
の
で
は

な
か
ら
う
か
。
何
と
な
れ
ば
、
新
猿
描
記
紅
『
三
部
夫
出
朋
椹
介
豊
盆
、
偏
耕
農
爲
紮
。
虚
無
他
針
。
数
町
戸
生
、

知
逆
髪
。
」
と
い
ふ
用
語
法
に
も
習
か
な
袈
田
業
軍
事
姓
と
い
ふ
藻
で
装
地
主
で
あ
軌
土
｛
象
働

で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
か
、
〉
る
土
豪
、
帥
ち
地
方
の
小
武
士
た
る
得
延
で
あ
っ
て
、
始
め
て
庄
司
（
其
鳳
武
士
の
前
身

で
あ
ち
う
）
と
主
從
關
係
を
結
ぶ
事
が
生
じ
得
た
の
で
あ
ら
う
。
か
、
る
浪
人
は
又
久
安
三
年
九
月
日
鴨
風
立
伊
俊
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

の
解
文
に
『
養
成
帥
領
後
者
、
使
撃
墜
無
聴
入
、
難
役
國
役
免
除
之
赦
、
成
鞍
男
浪
人
一
、
多
多
居
住
者
也
』
⑳
に
見
え

　
む
　
　
　
　

る
勇
浪
入
に
回
る
も
の
に
し
て
、
武
勇
の
輩
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

　
か
》
る
田
堵
と
合
せ
考
へ
る
べ
き
者
仁
、
李
安
朝
濠
端
の
（
鎌
倉
立
代
の
其
と
腿
別
し
て
）
地
頭
が
あ
る
。
東
大
寺
文

書
、
康
治
三
年
正
月
十
一
日
、
大
石
封
司
藤
弁
延
重
器
解
駅
の
一
嘗
に
『
右
件
封
業
者
数
百
歳
勅
入
、
唐
往
古
之
以
降
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ぬ
り
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

無
有
半
籠
。
而
今
俄
肥
前
々
司
傘
成
皇
后
宮
御
庄
云
々
。
ロ
ロ
號
菰
野
郷
四
脳
内
一
、
僥
使
・
地
頭
人
等
引
司
率
五
旧
余
人

　
　
　
　
武
士
の
階
級
的
禰
難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
浄
九
悠
　
第
二
魏
　
　
三
二
一



　
　
　
　
　
武
士
拗
階
級
的
唱
詠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
九
稔
第
二
雛
　
　
三
二
二

　
　
　
り
軍
兵
一
、
臨
口
入
往
古
寺
領
四
蔵
内
大
野
云
々
』
㊧
と
言
へ
る
如
く
、
地
頭
人
が
軍
兵
を
醗
諾
し
て
寺
領
を
押
妨
し
て
み
る
。

地
頭
な
る
言
葉
は
此
頃
に
於
い
て
は
、
屡
々
現
地
と
い
ふ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
る
る
。
⑳
地
頭
人
は
之
よ
b
考
へ
れ
ば

住
人
と
い
ふ
と
大
し
て
蓮
は
な
い
辮
呼
で
あ
っ
た
。
併
し
住
人
と
い
ふ
も
、
百
姓
商
人
を
指
し
て
何
素
望
庄
の
住
入
と

呼
ぶ
こ
と
は
聞
か
す
、
多
く
そ
れ
は
武
士
の
呼
欝
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
頭
人
の
人
が
守
護
人
が
、
守
護
と
な
っ
た
如
く
、

何
時
省
略
さ
れ
て
、
地
頭
逆
な
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
か
、
る
地
頭
は
李
野
末
に
多
く
見
田
さ

れ
る
が
、
鎌
倉
幕
府
の
制
度
と
し
て
の
地
頭
と
は
異
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
。
例
へ
ば
古
事
談
に
郡
地
頭
大
庄
司
季
悲
あ

り
、
薩
藩
牢
記
に
地
頭
兼
豫
、
辮
理
財
と
地
頭
を
兼
ね
た
る
者
を
嚢
見
し
、
地
頭
が
土
豪
で
あ
り
、
庄
官
國
郡
の
吏
僚

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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然
う
而
し
て
、
此
等
の
地
頭
が
武
士
階
級
と
し
て
組
織
さ
れ
て
み
た
こ
と
は
、
吾
妻
鏡
文
治
元
年
十
二
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
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バ
リ
　
む
　
　
む
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む

の
條
に
、
『
於
諸
國
庄
園
下
地
藩
、
關
東
一
向
可
令
領
掌
給
云
云
、
前
々
爾
地
頭
者
、
多
分
不
家
々
入
也
、
是
非
朝
恩
、

或
李
家
之
領
内
授
其
號
補
概
之
、
或
國
司
領
家
爲
私
芳
志
定
補
子
其
庄
園
、
叉
倉
違
背
本
主
懸
命
短
時
改
替
之
』
と

あ
る
如
く
、
地
頭
が
國
司
・
領
家
に
よ
っ
て
、
印
ち
公
家
側
か
ら
補
任
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
　
一
方
に
於
い
て
李

家
な
る
武
門
の
家
人
の
身
分
を
有
し
、
武
士
階
級
と
し
て
結
成
さ
れ
て
み
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
地
頭
は
か
く
て

三
盛
内
に
居
住
し
乍
ら
、
一
般
百
姓
と
は
異
る
一
階
級
と
な
っ
て
み
た
の
で
あ
る
Q
文
治
の
守
護
地
頭
補
任
後
、
に
わ

・
か
に
地
頭
の
百
姓
酷
使
の
訴
訟
が
起
る
が
、
か
、
る
問
題
は
恐
ら
く
、
文
治
を
待
た
す
し
て
、
存
在
し
π
事
柄
で
あ
っ



た
と
思
ふ
Q
何
と
な
れ
ば
地
方
の
地
主
が
武
力
を
有
し
百
姓
を
支
配
し
て
み
た
限
わ
、
百
姓
酷
使
と
い
ふ
事
は
極
め
で

起
り
易
い
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
七

　
以
上
述
ぶ
る
所
を
要
約
す
る
に
、
日
本
中
世
心
會
の
支
配
者
た
る
武
士
階
級
は
、
そ
の
登
生
期
に
託
て
は
、
貴
族
の

隷
属
者
「
侍
」
と
し
て
存
在
し
、
彼
等
相
互
の
間
の
結
合
は
な
く
、
寧
ろ
貴
族
の
下
に
分
れ
屡
せ
し
め
ら
れ
て
る
だ
。
や

が
て
貴
族
が
地
方
の
所
領
を
そ
の
荘
官
に
管
轄
せ
し
め
、
膚
ら
は
京
都
に
あ
っ
て
、
遊
樂
に
耽
け
る
に
及
び
、
國
家
の

紀
綱
は
弛
緩
し
、
盗
賊
叛
餓
相
つ
い
で
起
b
、
地
方
の
實
椹
は
國
郡
司
荘
官
等
を
中
心
と
す
る
武
士
集
團
の
手
に
移
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
及
ん
だ
。
武
士
集
團
は
自
ら
よ
き
統
傘
渚
を
膚
ら
の
中
か
ら
生
み
鐵
だ
し
、
か
く
し
て
武
門
の
棟
梁
と
な
っ
た
人
は
m
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叉
部
下
を
愛
護
し
、
そ
の
集
計
と
し
て
の
團
結
の
強
固
、
武
士
の
階
級
的
訓
練
を
計
っ
た
ρ
か
く
し
て
、
武
士
の
集
圏

は
、
以
前
の
如
く
輩
な
る
衆
多
の
集
り
で
は
な
く
な
り
、
櫻
門
勢
家
の
使
用
人
た
る
地
位
か
ら
脱
し
淀
。
か
、
る
武
士

の
階
級
的
結
成
は
武
士
の
階
級
雪
膚
豊
を
生
み
、
・
輩
な
る
公
家
文
化
の
摸
倣
を
越
え
て
、
武
士
的
な
文
化
を
響
く
み
、

よ
く
公
家
文
化
の
絢
燗
さ
に
簾
倒
さ
れ
濁
る
こ
と
な
く
、
武
士
濁
慮
の
世
界
の
創
造
の
遽
を
歩
ま
し
め
た
。

　
｝
方
、
武
士
は
そ
の
階
級
的
成
長
と
共
に
、
一
般
百
姓
と
は
異
る
地
位
を
か
ち
得
、
且
つ
、
百
姓
の
支
配
渚
と
し
で

現
は
れ
て
來
た
。
郎
ち
百
姓
の
無
楽
な
る
に
、
武
士
は
何
々
荘
司
、
何
々
下
司
等
の
名
字
を
持
ら
、
田
堵
、
地
頭
等
、
い
・

か
に
も
百
姓
の
支
配
者
ら
し
き
名
繕
を
持
つ
に
至
っ
た
。
叉
武
士
の
集
霊
化
の
進
む
に
つ
れ
、
一
般
百
姓
と
は
異
る
、
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隔
世
の
三
級
附
自
饗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
十
九
轡
　
鯵
二
號
　
　
三
二
騰

武
士
ら
し
き
澱
養
。
訓
練
を
重
ね
》
　
一
般
百
姓
に
慰
し
、
優
越
的
な
階
級
的
懸
負
心
を
生
ん
だ
こ
と
は
疑
ぴ
な
い
。

　
か
、
る
武
士
の
、
階
級
的
唐
畳
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
始
め
て
鎌
倉
幕
府
の
建
設
が
可
能
に
な
る
。
か
》
る
自
壁
な
き
限

り
、
、
武
士
は
貴
族
の
爪
．
牙
に
止
ま
つ
だ
で
あ
ち
う
へ
◎
叉
か
》
る
階
級
臨
御
離
覚
あ
レ
て
心
始
め
て
鎌
倉
以
後
に
於
け
る
武

士
的
道
徳
の
四
達
が
生
じ
得
た
の
で
あ
っ
た
。

」
◇
附
言
、
本
稿
ぱ
『
武
士
狡
生
史
の
研
究
』
．
な
る
草
稿
の
第
三
章
『
武
士
の
階
級
鮒
成
立
』
の
一
帯
を
な
す
・
も
の
で
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